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 か　
今週 (こんしゅう)のタラッパン



　　　　　　使1:14　　この人 (ひと)たちは、婦 (ふ)人 (じん)たちやイエスの母 (はは)マリヤ、およびイエスの兄弟 (きょうだい)たちとともに、みな心 (こころ)を合 (あ)わせ、祈 (いの)りに専念 (せんねん)していた。


1.タラッパンには３つの時 (じ)刻表 (こくひょう)があります
1）キリストで終 (お)わった証拠 (しょうこ)です（ヨハ19:30、使1:1）
2）待 (ま)つことの証拠 (しょうこ)です（使1:3）
3）挑戦 (ちょうせん)する証人 (しょうにん)の時 (じ)刻表 (こくひょう)です（使1:8）

2.タラッパンは、答 (こた)えを持 (も)って集 (あつ)まるところです
1）120人 (にん)の弟子 (でし)は聖霊 (せいれい)に満 (み)たされる働 (はたら)きを待 (ま)っていました（使1:8）
2）彼 (かれ)らはマルコの屋上 (おくじょう)の間 (ま)に集 (あつ)まって集中 (しゅうちゅう)して祈 (いの)りました（使1:14）　
3）彼 (かれ)らに五 (ご)旬節 (じゅんせつ)に聖霊 (せいれい)に満 (み)たされる働 (はたら)きが起 (お)こりました（使2:1～14）

3.未 (み)来 (らい)を見 (み)た人 (ひと)がいるところです　
1）世 (せ)界福音 (かいふくいん)化 (か)の契約 (けいやく)を見 (み)た人 (ひと)たちです（使1:8）
2）15か国 (こく)の産業人 (さんぎょうじん)弟子 (でし)たちです（使2:9～11）
3）約束 (やくそく)された聖霊 (せいれい)の働 (はたら)きを体験 (たいけん)しました（使2:17～18）
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聖 (せい)日 (じつ)みことばのタイトル


聖 (せい)日 (じつ)聖書 (せいしょ)箇所 (かしょ)




聖 (せい)日 (じつ)（主 (しゅ)日 (じつ)）

礼拝 (れいはい)の準備 (じゅんび)をして礼拝 (れいはい)をささげ
みことばを私 (わたし)の生活 (せいかつ)に適用 (てきよう)する
ことまで、すべてが礼拝 (れいはい)です

礼拝 (れいはい)の準備 (じゅんび)のチェック

　　聖書 (せいしょ)

　　献金 (けんきん)

　　筆記 (ひっき)用具 (ようぐ)

　＜子 (こ)どもの祈 (いの)りの手帳 (てちょう)＞

　週報 (しゅうほう)を読 (よ)む


一週間 (いっしゅうかん)握 (にぎ)るみことば
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今週 (こんしゅう)のチームの働 (はたら)き
か　


　　　　　　

使2:9～11　私 (わたし)たちは、パルテヤ人 (じん)、メジヤ人 (じん)、エラム人 (じん)、またメソポタミヤ、ユダヤ、カパドキヤ、ポントとアジヤ、フルギヤとパンフリヤ、エジプトとクレネに近 (ちか)いリビヤ地 (ち)方 (ほう)などに住 (す)む者 (もの)たち、また滞在中 (たいざいちゅう)のローマ人 (じん)たちで、ユダヤ人 (じん)もいれば改宗者 (かいしゅうしゃ)もいる。またクレテ人 (じん)とアラビヤ人 (じん)なのに、あの人 (ひと)たちが、私 (わたし)たちのいろいろな国 (くに)ことばで神 (かみ)の大 (おお)きなみわざを語 (かた)るのを聞 (き)こうとは。

1.使2:9～11
   15か国 (こく)から来 (き)た産業人 (さんぎょうじん)弟子 (でし)が答 (こた)えを受 (う)けました

2.使6:7、使7:1～60、使8:4～8、26～40
1）弟子 (でし)たちが起 (お)きて多 (おお)くの祭 (さい)司 (し)たちに答 (こた)えを与 (あた)えました（使6:7）　
2）ステパノはいのちをかけて福音 (ふくいん)をあかししました（使7:1～60）
3）ピリポはサマリヤを生 (い)かし、エチオピアの宦官 (かんがん)に答 (こた)えを与 (あた)えました（使8:4～8、26～40）

3.使10:1～6、45
  皮 (かわ)なめしのシモンの家 (いえ)にいたペテロはコルネリオに答 (こた)えを与 (あた)えました

4.使11:19～30、12:1～25
  迫害 (はくがい)の中 (なか)で重職者 (じゅうしょくしゃ)たちが起 (お)きて伝道 (でんどう)と宣教 (せんきょう)する教会 (きょうかい)を建 (た)てました

5.使13:12、16:19～40、使17:1、18:4
  パウロは総督 (そうとく)、看守 (かんしゅ)に福音 (ふくいん)をもって答 (こた)えを与 (あた)えました

































[image: ][image: ]
聖 (せい)日 (じつ)みことばのタイトル
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 今週 (こんしゅう)のミッションホーム

か　


　　　　　　

使18:14～28　さて、アレキサンドリヤの生 (う)まれで、雄弁 (ゆうべん)なアポロというユダヤ人 (じん)がエペソに来 (き)た。彼 (かれ)は聖書 (せいしょ)に通 (つう)じていた。この人 (ひと)は、主 (しゅ)の道 (みち)の教 (おし)えを受 (う)け、霊 (れい)に燃 (も)えて、イエスのことを正確 (せいかく)に語 (かた)り、また教 (おし)えていたが、ただヨハネのバプテスマしか知 (し)らなかった。彼 (かれ)は会堂 (かいどう)で大胆 (だいたん)に話 (はな)し始 (はじ)めた。それを聞 (き)いていたプリスキラとアクラは、彼 (かれ)を招 (まね)き入 (い)れて、神 (かみ)の道 (みち)をもっと正確 (せいかく)に彼 (かれ)に説明 (せつめい)した。そして、アポロがアカヤへ渡 (わた)りたいと思 (おも)っていたので、兄弟 (きょうだい)たちは彼 (かれ)を励 (はげ)まし、そこの弟子 (でし)たちに、彼 (かれ)を歓迎 (かんげい)してくれるようにと手 (て)紙 (がみ)を書 (か)いた。彼 (かれ)はそこに着 (つ)くと、すでに恵 (めぐ)みによって信者 (しんじゃ)になっていた人 (ひと)たちを大 (おお)いに助 (たす)けた。彼 (かれ)は聖書 (せいしょ)によって、イエスがキリストであることを証明 (しょうめい)して、力 (ちから)強 (づよ)く、公然 (こうぜん)とユダヤ人 (じん)たちを論 (ろん)破 (ぱ)したからである。（24～28）

1.ミッションホームで確認 (かくにん)することがあります
1）キリストの奥 (おく)義 (ぎ)です（使1:1）　　　　　　　2）神 (かみ)の国 (くに)の祝福 (しゅくふく)です（使1:3）
3）聖霊 (せいれい)の満 (み)たしの働 (はたら)きです（使1:8）

2.ミッションホームで祈 (いの)る内容 (ないよう)があります（使1:14）
1）個 (こ)人 (じん)の祈 (いの)りと礼拝 (れいはい)化 (か)です　　　　　　　　　2）教会 (きょうかい)の祈 (いの)りと礼拝 (れいはい)化 (か)です
3）家 (か)庭 (てい)の祈 (いの)りと礼拝 (れいはい)化 (か)です

3.ミッションホームの実 (み)があります
1）３千 (ぜん)人 (にん)の弟子 (でし)が生 (い)かされました（使2:41）
2）あらゆるところでみことば運動 (うんどう)が起 (お)き始 (はじ)めました（使2:42）
3）神殿 (しんでん)と家 (いえ)で心 (こころ)を合 (あ)わせて集 (あつ)まるとき、救 (すく)われる人 (ひと)が多 (おお)くなりました（使2:46～47）
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収穫 (しゅうかく)感謝祭 (かんしゃさい)を
知 (し)っていますか

収穫 (しゅうかく)感謝祭 (かんしゃさい)の　　　
由 (ゆ)来 (らい)と意味 (いみ)　　　

先 (さき)に聖書 (せいしょ)に登場 (とうじょう)する収穫 (しゅうかく)祭 (さい)（仮庵 (かりいお)の祭 (まつ)り）について
確認 (かくにん)しました。それでは、アメリカで始 (はじ)まったもう
ひとつの収穫 (しゅうかく)感謝祭 (かんしゃさい)（Thanksgiving Day）は
どのようにして始 (はじ)まったのでしょうか。

1620年 (ねん)9月 (がつ)6日 (か)、宗教 (しゅうきょう)の自 (じ)由 (ゆう)を求 (もと)めた清教 (せいきょう)徒 (と)102人 (にん)を乗 (の)せた一隻 (いっせき)の船 (ふね)が、イングランドから旅 (たび)立 (だ)ちました。彼 (かれ)らは11月 (がつ)16日 (にち)に新 (しん)大陸 (たいりく)へと上陸 (じょうりく)します。ところが、ことばにできないような苦 (くる)しみが、彼 (かれ)らを待 (ま)ち受 (う)けていました。強風 (きょうふう)とひどい寒 (さむ)さ、病気 (びょうき)と食糧 (しょくりょう)不 (ぶ)足 (そく)、先住民 (せんじゅうみん)からの冷遇 (れいぐう)、野 (や)生 (せい)の動物 (どうぶつ)に怯 (おび)える中 (なか)、家 (いえ)が一軒 (いっけん)もない切迫 (せっぱく)した状況 (じょうきょう)で、半分 (はんぶん)ちかくの人々 (ひとびと)が命 (いのち)を失 (うしな)いました。
そのような状況 (じょうきょう)下 (か)で残 (のこ)された清教徒 (せいきょうと)たちは、先住民 (せんじゅうみん)の助 (たす)けによって生 (い)き抜 (ぬ)く知恵 (ちえ)を学 (まな)び、ものすごく努力 (どりょく)をして１年 (ねん)を過 (す)ごすことに成功 (せいこう)します。そして、1621年 (ねん)の秋 (あき)、入植地 (にゅうしょくち)で初 (はじ)めて収穫 (しゅうかく)したことを記 (き)念 (ねん)して神様 (かみさま)に感謝 (かんしゃ)をする祭 (まつ)りを開 (ひら)きました。初 (はじ)めて刈 (か)り入 (い)れることのできた穀物 (こくもつ)と一番 (いちばん)良 (よ)い野 (や)菜 (さい)を選 (えら)んで「初 (はじ)めての収穫 (しゅうかく)」として神様 (かみさま)にささげたのです。これが収穫 (しゅうかく)感謝祭 (かんしゃさい)（Thanksgiving Day）のはじまりです。

1623年 (ねん)、定着地 (ていちゃくち)プリマス植民地 (しょくみんち)の総督 (そうとく)ウィリアム・ブラッドフォードが収穫 (しゅうかく)感謝祭 (かんしゃさい)を公式 (こうしき)に言及 (げんきゅう)しました。そののち、1789年 (ねん)にアメリカの初代 (しょだい)大統領 (だいとうりょう)ジョージ・ワシントンによって、この日 (ひ)が国 (こっ)家 (か)の記 (き)念 (ねん)日 (び)となりました。
1863年 (ねん)には、それまでそれぞれが祝 (いわ)っていた収穫 (しゅうかく)感謝祭 (かんしゃさい)を、時 (とき)の大 (だい)統領 (とうりょう)アブラハム・リンカーンが11月 (がつ)の第 (だい)４木曜 (もくよう)日 (び)に統一 (とういつ)すると宣言 (せんげん)しました。
現在 (げんざい)では、収穫 (しゅうかく)感謝祭 (かんしゃさい)を祝 (いわ)う日 (ひ)を、各 (かく)地 (ち)の事 (じ)情 (じょう)にあわせて国 (くに)ごとに制定 (せいてい)しています。
韓国 (かんこく)では毎年 (まいとし)11月 (がつ)の第三 (だいさん)日曜 (にちよう)日 (び)を収穫 (しゅうかく)感謝祭 (かんしゃさい)として祝 (いわ)います。聖書 (せいしょ)に記 (き)録 (ろく)された感謝祭 (かんしゃさい)の由 (ゆ)来 (らい)とはじまりを正確 (せいかく)に知 (し)って過 (す)ごしましょう。今 (こ)年 (とし)の収穫 (しゅうかく)感謝祭 (かんしゃさい)からは正 (ただ)しい意味 (いみ)を悟 (さと)って、本当 (ほんとう)に味 (あじ)わって過 (す)ごしましょう！




旧約 (きゅうやく)聖書 (せいしょ)に記 (き)録 (ろく)されているユダヤ人 (じん)の民族 (みんぞく)的背景と感謝 (かんしゃ)に基づく伝統的 (でんとうてき)な大 (おお)きな祭 (まつ)りは３つあります。三 (みっ)つの祭 (まつ)りは、すべて感謝 (かんしゃ)をあらわす祭 (まつ)りということになります。
11月号 (がつごう)の学院福音 (がくいんふくいん)化 (か)適用 (てきよう)では、三 (みっ)つの祭 (まつ)りの由来 (ゆらい)と収穫 (しゅうかく)感謝祭 (かんしゃさい)の由 (ゆ)来 (らい)を調 (しら)べて、聖書 (せいしょ)に記 (き)録 (ろく)されている祭 (まつ)りの隠 (かく)された意味 (いみ)を確認 (かくにん)してみましょう。祭 (まつ)りの意味 (いみ)を知 (し)って守 (まも)って、神様 (かみさま)の恵 (めぐ)みで幸 (しあわ)せな11月 (がつ)を過 (す)ごしましょう。
聖書 (せいしょ)に記 (き)録 (ろく)された３つの祭 (まつ)り（出34:22、申16:1～17）
イスラエルの三 (みっ)つの祭 (まつ)りは、旧約 (きゅうやく)聖書 (せいしょ)のモーセ五 (ご)書 (しょ)と呼 (よ)ばれる所 (ところ)のあちこちに
記 (き)録 (ろく)されています。直接 (ちょくせつ)聖書 (せいしょ)を開 (ひら)いてその祭 (まつ)りの意味 (いみ)を黙想 (もくそう)しましょう！

過越 (すぎこし)の祭 (まつ)りをいつも覚 (おぼ)えましょう！（Passover、出12:11～20、レビ23:4～8）
過越 (すぎこし)の祭 (まつ)りとは、古 (こ)代 (だい)イスラエル民族 (みんぞく)がエジプトのパロ王 (おう)の奴 (ど)隷 (れい)状態 (じょうたい)から解放 (かいほう)された　ことを記 (き)念 (ねん)したものです。民族 (みんぞく)が解放 (かいほう)されたことに対 (たい)する感謝 (かんしゃ)の祭 (まつ)り、すなわち救 (すく)いを記 (き)念 (ねん)します。この日 (ひ)を忘 (わす)れないために、ユダヤ人 (じん)のカレンダーには過越祭 (すぎこしさい)の次 (つぎ)の日 (ひ)である1月 (がつ)15日 (にち)から21日 (にち)までの一週間 (いっしゅうかん)、種 (たね)を入 (い)れないパンの祭 (まつ)り（The Feast of Unleavened Bread）があります。この期 (き)間 (かん)は、種 (たね)を入 (い)れないパンを食 (た)べて、出 (しゅつ)エジプトと神様 (かみさま)の恵 (めぐ)みを記 (き)念 (ねん)しました。

五 (ご)旬節 (じゅんせつ)を毎日 (まいにち)味 (あじ)わいましょう！（Pentecost出24:1～18、申16:9～12、使2:1）
モーセがシナイ山 (さん)で神様 (かみさま)から十戒 (じっかい)と律法を受 (う)けて制定 (せいてい)した日 (ひ)です。過越祭 (すぎこしさい)から50日 (にち)目 (め)になることにちなんで、五 (ご)旬節 (じゅんせつ)と言 (い)います。初 (はつ)穂 (ほ)の刈 (か)り入 (い)れの祭 (まつ)り、七週 (ななしゅう)の祭 (まつ)りとも呼 (よ)ばれる五 (ご)旬節 (じゅんせつ)は、初 (はじ)めての実 (み)の収穫 (しゅうかく)に対 (たい)する感謝 (かんしゃ)の祭 (まつ)りでした。この日 (ひ)は、麦 (むぎ)の刈 (か)り入 (い)れの初日 (しょにち)のため、刈 (か)り入 (い)れ前 (まえ)に神様 (かみさま)に感謝 (かんしゃ)をささげることから、麦秋節 (ばくしゅうせつ)とも言 (い)い、過越祭 (すぎこしさい)から七 (なの)日 (か)（一週間 (いっしゅうかん)）が七回 (ななかい)過 (す)ぎた後 (あと)に始 (はじ)まる祭 (まつ)りなので、七週 (ななしゅう)の祭 (まつ)りとも言 (い)います。五 (ご)旬節 (じゅんせつ)はキリスト教 (きょう)の歴 (れき)史 (し)にも重要 (じゅうよう)な関連 (かんれん)があります。新約 (しんやく)聖書 (せいしょ)の使徒 (しと)の働 (はたら)きに、イエス様 (さま)の弟子 (でし)が集 (あつ)まって祈 (いの)っていたとき、聖霊 (せいれい)が彼 (かれ)らに臨 (のぞ)んだと記 (き)録 (ろく)されています。この日 (ひ)が五 (ご)旬節 (じゅんせつ)です。

仮庵 (かりいお)の祭 (まつ)りを待 (ま)ちましょう！（Feast of Ingathering、出23:14～17、レビ23:39）
秋 (あき)に刈 (か)り入 (い)れた穀物 (こくもつ)を保 (ほ)存 (ぞん)するために木 (き)の枝 (えだ)を集 (あつ)めて家 (いえ)を建 (た)て、その中 (なか)で七 (なの)日 (か)間 (かん)を過 (す)ごす仮庵 (かりいお)の祭 (まつ)り（Feast of Tabernacles））を守 (まも)りました。聖書 (せいしょ)では、秋 (あき)の刈 (か)り入 (い)れに対 (たい)する神様 (かみさま)への感謝 (かんしゃ)の祭 (まつ)りを仮庵 (かりいお)の祭 (まつ)りと呼 (よ)んでいます。仮庵 (かりいお)の祭 (まつ)りは、大きな葉や木で幕 (まく)屋 (や)（家 (いえ)）を作 (つく)って感謝 (かんしゃ)する祭 (まつ)りです。秋 (あき)の収穫 (しゅうかく)の時期 (じき)になるので収穫 (しゅうかく)感謝祭 (かんしゃさい)と呼 (よ)ばれています。
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今週 (こんしゅう)の地 (ち)教会 (きょうかい)
か　

 


　　　　　　[bookmark: _GoBack]Ⅰコリ16:19　 アジヤの諸 (しょ)教会 (きょうかい)がよろしくと言 (い)っています。アクラとプリスカ、また彼 (かれ)らの家 (いえ)の教会 (きょうかい)が主 (しゅ)にあって心 (こころ)から、あなたがたによろしくと言 (い)っています。

1.地 (ち)教会 (きょうかい)は必 (かなら)ず必要 (ひつよう)な答 (こた)えを与 (あた)えるところです
1）キリストによって答 (こた)えを与 (あた)えました（使1:1）　　　2）神 (かみ)の国 (くに)の答 (こた)えを与 (あた)えました（使1:3）
3）聖霊 (せいれい)の満 (み)たしの祝福 (しゅくふく)を味 (あじ)わうようにしました（使1:8）

2.地 (ち)教会 (きょうかい)で必 (かなら)ずしなければならないいやしがあります
1）シャーマニズムに捕 (とら)われた者 (もの)をいやしました（使13:1～12）
2）占 (うらな)いに頼 (たよ)る者 (もの)をいやしました（使16:16～18）
3）偶像崇拝 (ぐうぞうすうはい)で苦 (くる)しむ者 (もの)をいやしました（使19:8～20）

3.コリントでプリスキラとアクラ夫 (ふう)婦 (ふ)に会 (あ)いました（使18:1～4）
1）パウロは安息日 (あんそくにち)ごとに会堂 (かいどう)で論 (ろん)じました（使18:4）
2）プリスキラとアクラ夫 (ふう)婦 (ふ)は、アポロに福音 (ふくいん)をより正確 (せいかく)に説明 (せつめい)しました（使18:24～28）
3）プリスキラとアクラ夫 (ふう)婦 (ふ)の家 (いえ)は、コリント地 (ち)域 (いき)のミッションホームになりました（Iコリ16:19）　

3.地 (ち)教会 (きょうかい)は目 (め)に見 (み)えない文 (ぶん)化 (か)を征服 (せいふく)します
1）ピリピを生 (い)かしました（使16:15）
2）テサロニケを生 (い)かしました（使17:6）
3）コリントを生 (い)かしました（使18:4）
4）アジヤを生 (い)かしました（使19:8～10）
5）暗 (くら)やみの文 (ぶん)化 (か)が打 (う)ち砕 (くだ)かれ、イエスの御名 (みな)を賛 (さん)美 (び)しました（使19:13）　
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聖 (せい)日 (じつ)みことばのタイトル


聖 (せい)日 (じつ)聖書 (せいしょ)箇所 (かしょ)




聖 (せい)日 (じつ)（主 (しゅ)日 (じつ)）

礼拝 (れいはい)の準備 (じゅんび)をして礼拝 (れいはい)をささげ
みことばを私 (わたし)の生活 (せいかつ)に適用 (てきよう)する
ことまで、すべてが礼拝 (れいはい)です

礼拝 (れいはい)の準備 (じゅんび)のチェック

　　聖書 (せいしょ)

　　献金 (けんきん)

　　筆記 (ひっき)用具 (ようぐ)

　＜子 (こ)どもの祈 (いの)りの手帳 (てちょう)＞

　週報 (しゅうほう)を読 (よ)む


一週間 (いっしゅうかん)握 (にぎ)るみことば
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